Stress in Mothers Who Have Moved after the East Japan Earthquake:Focusing on Vicrims in Fukushima Prefecture by 鈴木 優里香 & 宮岡 佳子















2011 年 3 月 11 日、三陸沖を震源とするマグニチュード 9.0 の地震発生から始まる東日本大震災が発生した。
これまで東日本大震災に関する様々な研究が行われてきたが、対象の多くは老人や子どもが目立ち、子育て中の
母親を対象としたものや自主的に一般住宅に転居した人の調査は追跡が困難なこともあり少ない。そこで本研究
では福島県で被災し震災を契機に一般住宅に転居した母親 4 名(平均年齢 35.3 歳)を対象にインタビューを行い、
母親自身や子育てにかかわるストレスについて明らかにすることを目的とした。分析には、修正版グラウンデッ



















Stress in Mothers Who Have Moved after the East Japan Earthquake: 
Focusing on Victims in Fukushima Prefecture 
 
鈴木優里香・宮岡佳子 
SUZUKI Yurika，MIYAOKA Yoshiko 
 
229





















  ・東日本大震災において福島県で被災し、東京電力(株)福島第一原子力発電所及び、 
福島第二原子力発電所の同一もしくは近隣の町に住んでいた 
  ・震災を契機に福島県白河市(上記発電所から南西に約 100 ㎞)に転居した 
  ・現在一般住宅に定住している 






























   1) 震災時の状況
   2 )転居理由と状況
2 放射能について
   1) 放射能について
3 転居後について
   1) 転居先で受けた震災に関する公的な、あるいは民間機関
       の支援やサポート
4 子育てへの支援やサポート
   1) 震災前の子育てに関する公的な支援やサポート
   2) 被災後の子育てに関する公的な支援やサポート
5 母親から見た子どもの変化と子育て不安について
   1) 母親からみた子どもの変化
   2) 母親自身の変化
   3) 震災時から転居後のご家族の様子について
   4) 現在の子育てへの不安
   5) 将来の子育て支援に対する要望や希望
6 故郷について
   1) 故郷に対する想い
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4 人の調査協力者にインタビューを行った。調査対協力者の情報は以下のとおりである(表 2)。 
 








(2)M-GTA による分析  
  ①概念の生成 
  論理的飽和に至ったことを確認したうえで、M-GTA による概念の生成は以下のとおりとなった。 





















1 40代 2 14～17歳 震災直後
2 30代 1 9歳 2年
3 30代 3 7～1歳 2か月以下
4 30代 1 5歳 2か月以下






 生成した大カテゴリー、小カテゴリー、概念を以下に示す(表 7)。 
以下の記述では、【 】は大カテゴリ－、〈 〉は小カテゴリー、・  、は概念である。 
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(4)結果図とストーリーライン 
  以上にのべた分析をまとめて、結果図として図 1 に示した。また、結果図をもとにストーリーラ
インとして、以下に述べる【 】は大カテゴリ－、〈 〉は小カテゴリー、・  、は概念である。



















































































































































































的研究がとらえた事実と今後の問題 子育て支援と心理臨床 Vol.11  
白河市市民生活部生活環境課 (2014). 白河市 東日本大震災の記録と復興への歩み 
白河市市民生活部生活環境課 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
237
